
 

           ｆｕｃｃｏ(ふっこ)からの風 
                         

★冬の居場所事業 

                      ★ほっこり手しごとの会 

                       ★コラム 

★おしらせ 

 

 

 

                

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【fucco 来所にあたって】 
 

 

 

 

     

 

  

２０２１＊１１＊１２  

第 112 号 
 

NPO法人 
やまがた絆の架け橋ネットワーク 

マスクの着用を 

お願いします 

玄関にアルコール消毒

を設置しています 
fucco内は常時換気を 

しています 
体調不良時は利用を

お控えください 

★★ ほっこり手しごとの会 ～秋 ver.～★★  
 

ちょっと手を動かしながら集まる機会を作りました。 

久しぶりの開催です。 

 

日 時 令和３年 11月 30日(火) 10:00～12:00 

場 所 福島こころの公民館 fucco 

内 容 冬に向けて常備菜や保存食を作ります。 

       詳細は講師の先生次第?! 

講 師 徳永美嘉さん 

定 員 ５名程度(先着順・若干の空きがあります) 

参加費 ５００円（作ったものはお持ち帰り） 

持ち物 エプロン、持ち帰り用の容器 

申し込み方法 参加者名、連絡先を fucco まで。【締切】１１月１９日(金) 
   ※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、内容の変更や日程の延期・中止となる場合があります。 

冬の居場所事業 （予告）  

  

山形市内小学校の冬休みに合わせて居場所の開設を予定しています。 

学生さんと一緒に勉強しませんか？ 

「お正月前に宿題をおわしてスッキリしたい！」 

「家では宿題がなかなか進まないから、みんなと一緒に勉強がしたい」 

「苦手教科を教えてほしい」     という方、ご利用ください！ 

 

開設日 令和３年１２月 27日(月)28日(火)の２日間（年明けの１月５日～７日を希望の場合は別途相談） 

開設時間 9:30～16:00（前後の時間は要相談）  

対象 小中学生  

内容 学校の課題をしたり遊んだりして過ごします。 

申し込みについて 利用するお子さんのお名前・学校と学年・保護者名・連絡先を希望日と一緒に 

        ｆｕｃｃｏまで連絡ください。 

 
 

 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 １０月２３日、ｆｕｃｃｏで「芋煮を作る会」を開催しました。にぎやか 

に会食をしたりすることはまだできませんでしたが、作った芋煮を 

各家庭にお持ち帰りをして味わいました。避難当初の芋煮会では 

それぞれの芋煮の違いに「ほぉ～」となっていましたが、すっかり今 

では「醤油味の山形芋煮」が定着。もちろん福島の芋煮も具だくさん 

でおいしいんだよね～！来年の芋煮会は外で賑やかに開催したいね！ 

世の中が落ち着いたらしたいことは盛りだくさんです。 

 

  

この事業は福島県県外避難者帰還・生活再建支援補助金で運営しています。 

ＮＰＯ法人やまがた絆の架け橋ネットワーク代表理事の早坂信一が語るコラム  ５１ 

 

「禍転じて福と為す」 
 

皆様こんにちは。１０月に入りコロナも少し落ち着いてきたと思ったら、一気に感染者が

減りました。まだ予断は許さないものの、観光地のお客さんが増えたり、夜の飲み屋街の

お客さんが増えたり、都会だけでなくこの辺でも制限していたものが少しづつ解禁に向か

っているような気がします。皆さんも里帰りする時に県境をまたぐことにためらいがあった

と思いますが、このタイミングなら大手を振って往来する事ができますね。   

今年は夏こそ大きな災害がありましたが、秋の台風では大きな災害が起きず、ホッとし

ている所です。毎年どこかの災害の現場に支援に行っていて、何年かぶりにどこにも行か

ない１年でした。（夏の災害の時はコロナの影響で依頼が来ませんでした）全国で行われて

いる保養活動も２年続けて中止したところが多く、このままコロナの影響が小さくなったとし

ても、保養活動を再開できない団体が増えるのではないかと危惧しています。私が事務

局を担当している子ども被災者支援基金では来年度の保養活動に対し、活動の予定や参

加者のニーズなどまもなく調査が始まります。そして、来年の保養活動が例年通り開催さ

れるようサポートしていく予定になっています。実は昨年、私も保養プログラムを企画した

のですが、７月の最上川の災害で中止になってしまいました。今年こそはリベンジで、保

養プログラムを実施したいと考えています。皆さんにも参加して頂けるような企画にしたい

なと考えています。 

★★１１月のサロン ★★  
 

◎ おしゃべりサロンは 

１１月１７日（水）１１:45～17:45  
事前予約制にご協力ください。 

予約した時間から前後する場合は、連絡いただけると助かります。 

 

 
◎  シニアサロン「けやき」は  

 １１月２４日(水)14:00～15:30 
こちらも事前予約にご協力ください。 

 

 

  

 

 

 

この事業は競輪とオートレースの補助事業で運営しています。 


